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明
治
22
年
、
金
山
村
、
有
屋
村
、
下
野

明
村
、
安
沢
村
、
上
台
村
、
山
崎
村
、
中

田
村
、
朴
山
村
、
飛
森
村
、
漆
野
村
、
谷

口
銀
山
村
が
合
併
し
、
金
山
村
が
出
来
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
36
年
後
の
大
正
14
年
1

月
1
日
に
町
制
が
施
行
さ
れ
、
金
山
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。 

　
金
山
町
に
は
先
人
た
ち
が
幾
多
の
災
害

や
苦
難
乗
り
越
え
、
そ
の
時
代
、
そ
の
時

代
を
精
一
杯
生
き
ぬ
き
、
積
み
重
ね
て
き

た
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
１
日
に
満
１
０
０
年
を

迎
え
る
金
山
町
は
「
町
制
施
行
１
０
０
周

年
記
念
式
典
」
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
、

今
の
郷
土
を
築
き
上
げ
て
き
た
先
人
た
ち

に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
よ
い
郷
土
を
築
き
上
げ
て
い
く

た
め
の
、
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

11月行事予定表

３（日）

５（火）

６（水）

８（金）

９（土）

10（日）

15（金）

16（土）

18（月）

20（水）

22（金）

23（土）

25（月）

28（木）

第67回金山町公民館大会
第45回金山町生涯学習推進大会
家庭の日運動推進

心配ごと相談
３歳児健診

すこやか相談

健診結果説明会

金山町芸術文化協会舞台発表会

廃タイヤ回収

鯉の越冬
心配ごと相談

デジタルアトラクションイベント

人間ドック・総合健診

すこやか相談
子宮頸がん・乳がん検診
おかあさん体操・読み聞かせ

健診結果説明会

マタニティ教室

心配ごと相談
心の健康相談

人間ドック・総合健診
ベビーマッサージ

11/9～11/15　秋の火災予防運動

金山町町制施行
100周年記念式典

めごたま大運動会

産業まつり

まちのわだい

町政NEWS

お知らせ掲示板

防災コラム
ほっとクリニック
はじめてのBirthday

図書室だより
地域おこし協力隊通信
東京金山会通信
ぶんげい

わたしの願い

P２

Ｐ８

P10

P12

P14

P17

P20

P22

P24

目 次

　式典の出席者には記念品として株

式会社でん六の全面的なご協力のも

と産地化を進めている金山町産の落

花生「ビーナッツ」の菓子セットや、

100周年を記念し制作されたクリア

ファイル、ステッカー、ティッシュ

など数点が記念トートバッグに入れ

られて贈られました。

100周年限定グッズと
美味しい菓子が盛り沢山

記　　念　　品

　10月４日、記念式典の開催

に向け、金山町立金山中学校と

祝賀会会場の金山町農村環境改

善センターで準備とリハーサル

が行われました。準備を行うに

あたり、町内の関係団体や町民

の方など100名の方にご協力を

いただき、会場清掃や飾りつけ、

運搬作業などが行われました。

お忙しい中、会場準備とリハー

サルにご協力いただいた皆様に

心から感謝いたします。

式典に向けて細やかな
準備とリハーサルが行われました

式　典　準　備

❶ビーナッツ菓子セット　❷菓子セットボックス
❸クリアファイル　❹ポケットティッシュ
❺シール　❻トートバッグ

❶❷❸町民スピーチ、まちの歌斉唱、未来ビジョン宣言のリハーサルの様子。
❹❺❻❼❽❾金山町立金山中学校の生徒、ボランティア団体「蔵の会」、読み聞かせサークルきつねのボタン、役場職員が式典の会場準備を行いました。

金山町町制施行100周年

　昨年７月に「町制施行100周年記念事業実行委員会」を立ち上げて、記念事業の在り方

を逐次検討しながら、折に触れて記念事業を開催してきました。その一つの区切りとして

10月５日に記念式典・祝賀会が開催されました。当日は天候に恵まれ、朝一番に山形新

聞の見開きの式典広告も掲載され、各家からは国旗と町旗の掲揚にご協力をいただいて、

町全体で盛り上げていただきました。心から感謝申し上げます。会場の金山中学校体育館

では、ご来賓をはじめ、式典出席者約440名が整然と着席し、粛々とそしてゆったりとし

た雰囲気の中で、随所に町民参加の場面も多く、温かさを感じさせるものとなりました。

また、本校中学生による手作りの飾り付けや案内誘導係のきめ細やかな対応、新南金山高

校生の積極的な参加など、次代を担う中高生の活躍が花を添えてくれました。それに、町

民スピーチや未来ビジョン宣言のほか、アニメや記念動画なども丁寧な描き方で、町の良

さを引き出してくれて、感動を与えてくれる内容だったと思います。

　今年は県内でも市町村施行70周年を迎える団体が数多くあります。これは、昭和の市

町村合併を経た市町村が軒並み、70周年を迎えるためです。それが、100周年を迎える

のは当金山町のみで、また、他の市町村と合併せずにこれまで100年以上続くのは、県内

では大蔵村に次ぐ２番目です。100年という歴史の重みを改めて感じるものです。そこに

めぐり合わせた自分たちの幸運を思うとともに、次の一歩を元気に着実にするという自覚

と責任を持ちながら、これからの町づくりに努めてまいります。

金山町長　佐藤　英司
さとう えいじ 

100年の重みに敬意を　
　　そのめぐりあわせに感謝を

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

❼ ❽ ❾

❷

❸

❹

❺

❻

❶

▲記念式典の様子は
町公式YouTube
からご覧いただけ
ます。
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　10月５日、金山町立金山中学校の体育館を

会場に金山町町制施行100周年記念式典が華や

かに開催されました。式典では司会にYBC山

形放送の横山岳アナウンサーをお迎えし、町民

によるスピーチや各種記念映像の上映、未来ビ

ジョン宣言などが行われ、これまでの町の歩み

に対する感謝と敬意を表し、新たな時代への一

歩を踏み出す記念すべき式典となりました。

　式典では100周年を記念し制作された「式典オープニ

ング映像」「記念アニメーション」「記念映像」が上映され、

会場は感動に包まれました。各種記念映像は町公式ホー

ムページやYouTubeなどでご覧いただけます。

　昭和53年に結成し、多くのコー

ラスフェスティバルなどに出演して

いる「美杉コーラス」。まちのうた「水

清き町」の斉唱では美杉コーラスの

メンバー 12名と新庄南高等学校金

山校の生徒５名が登場し、熟練され

た美しい歌声を披露しました。

　町制施行100周年記念式典に関わる事が出来、金山校の生徒たち
にとって大変貴重な経験となりました。今後も地域との繋がりを大
切にし、金山町への愛着を持って人生を歩んでほしいと思います。
金山町のさらなるご発展をご祈念いたします。

　今年、25周年を迎えたボランティ

ア団体「蔵の会」の３名にご協力いた

だき、式典に出席した来賓に対し、お

茶と金山ビーナッツのり塩ポテト味が

ふるまわれました。

式典には招待者、一般参加者を合わせて
439名が出席しました

記念式典のパンフレットは
金山住宅や街並みをイメージ

◀各種記念映像はこちらから
　ご視聴いただけます。
　ぜひご覧ください。

毎週日曜日は蔵史館で
お抹茶の接待をしています♪

　次の百年の先駆けとなる中学生が、どんな思いでお客様を「おも
てなし」できるか、子どもたちが考え、実践することに意味があり
ました。「好きな金山」の写真展示は、金山愛にあふれています。
そして、「笑顔のおもてなし」が何よりよかったと思います。

新庄南高等学校金山校　副校長　安部　博之　さん
あ　べ ひろゆき

　多くの方が参加した祝賀会が、地域の事業者、女性団体、青年部のスタッフ
の協力により無事に開催されたことに感謝の意を表します。式典でスピーチを
した青年部員が「金山を改めて好きになった」と強く感じたことは、非常
に印象深く、式典や祝賀会が次世代の活躍へと繋がることを願っています。

もがみ北部商工会　金山事務所長　矢口　淳　さん
やぐち あつし

金山町立金山中学校　校長　安食　秀一　さん
あじき しゅういち

金山町町制施行100周年
記念映像

金山町町制施行100周年
記念アニメーション

金山町町制施行100周年記念式典
オープニング映像

式　　　　　典

各 種 記 念 映 像
蔵　　の　　会

美 杉 コ ー ラ ス

式典・祝賀会の準備にあたって

　記念式典や祝賀会の開催に向け、ご協力いた
だいた皆さまからメッセージを頂戴しました。

よこやま がく

美杉コーラスは会員募集中です
歌好きな方はぜひご加入ください
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　町制施行100周年を迎える金山町には、先人たちが紡いで

きた歴史と想いがあります。これまでの金山町の歩みに感謝

と敬意を表すとともに、100年先も持続可能で、誇りあるまち

づくりを実現するため、佐藤英司町長、金山中学校１年　青柳

太郎さん、新庄南高等学校金山校３年　地主音南さん、柴田

工務所代表取締役　柴田育子さん、金山町消防団団長　柴田純

一さんによって「かねやま未来ビジョン」が宣言されました。

　町民を代表し、金山杉住宅をつくる会　会長　阿部千晶さ

ん（十日町）、もがみ北部商工会金山支部青年部　伊東光春さ

ん（十日町）、金山町立金山中学校３年　後藤瑠楓さん（安沢）

の３名の方よりスピーチを頂戴しました。それぞれの視点か

ら金山町でのくらしや思い出、これからの町との関わり方や

夢などについて熱い思いが語られました。

　私は将来、助けを必要としている人を救

うために医療関係の仕事に就きたいと考え

ています。目指す自分になるためには町を

出て学ぶ時間が必要になりますが、いつかまた金山町で暮らし、

助けを必要としている人を救い、笑顔になってもらいたいと思い

ます。また、「これからも皆で集まって笑い合いたいね」と思え

るように今の時間を大切にし、友達や家族、地域の人との繋がり

を大切にしていきたいです。

　発表に向けて１か月以上練習を重ねました。大勢の前で町の歌
を披露することは緊張もありましたが、100周年記念式典という
大きな節目で、大勢の前で町の歌を斉唱することが出来てとても
光栄でした。ありがとうございました。

　100周年を祝し、金山町農村環境改善センターで祝

賀会が開催されました。会には加藤鮎子衆議院議員や

舟山康江参議院議員、芳賀道也参議院議員、元木洋介

最上地方町村会会長ほか111名が出席し、栗田満さ

ん（杉沢）による祝舞「琴の宴」の披露や、総勢23名

による鏡開き、代表者４名によるテーブルスピーチな

どが行われ、100周年を祝いました。

未来ビジョン宣言は今後のまちづくりの指針として
新たな時代へのスタートを切る宣言文です

町民スピーチでは発表者３名の日常を切り取った
写真のスライドショーも公開されました

祝賀会の開催にあたりご協力いただいた
商工会青年女性部の皆さま、誠にありがとうございました

　祝賀会で祝舞を披露させていただきました。曲は「堅苦しくな
く、華やかな曲を」と思い「琴の宴」を選びました。100年とい
う二度とない機会にお声がけいただき誠にありがとうございまし
た。今後も舞踊を通じて金山町を盛り上げていきたいと思います。

美杉コーラス　代表　伊藤　江久子　さん
いとう え　く　こ

　記念式典の特別来賓への湯茶接待で蔵の会の３人が手伝いを致
しました。客室で失礼のないようにと、何度かのミーティング、
前日のリハーサル。どちらも大切な事と思いました。この記念す
べき日にこの町に居ることに感謝いたします。

蔵の会　代表　阿部　一代　さん
あ　べ かずよ

金山町立金山中学校３年

　　後藤　瑠楓　さん
ごとう る　か

藤の会　会長　栗田　満　さん
くりた みつる

　商工会青年部10名で100周年記念祝賀会の準備などを担当さ
せていただきました。祝賀会に出席された皆さんには金山らしい
おもてなしを楽しんでいただけたかと思います。二度とない貴重
な経験をありがとうございました。

もがみ北部商工会金山支部青年部　支部長　三浦　祐真　さん
みうら ゆうしん

かねやま未来ビジョン宣言

町 民 ス ピ ー チ

祝　　　賀　　　会

　私は祖父の代から続く酒屋と父が始めた

コンビニエンスストアの経営を家族と共に

しています。「地域密着」という経営理念

もあり、多くの町民の方々と関わりを持ちながら働いていると、

町民同士の繋がりの強さや金山への愛の強さなどを感じます。金

山町には自然の風景や街並み、人の繋がりや時間の流れなど、金

山町にしかない魅力が溢れ返っています。これからの100年を私

自身も色んなカタチで支えていきたいです。

もがみ北部商工会金山支部青年部

　　伊東　光春　さん
いとう みつはる

　私は庄内地方から十日町のポーラ阿部に

嫁いできました。「金山といえば景観」と

言われるほど金山には白壁と切妻が映える

美しい街並みがあり、職人たちの手によるそれらは町の象徴とし

て多くの人に愛されています。彼らの努力と情熱は私たちの誇り

であり、次世代に受け継いでいくべき貴重な財産です。これから

も自然を大切にし、地域の特性を尊重しながら、みんなの手で子

供たちが安心して暮らせる未来を創っていきたいです。

金山杉住宅をつくる会　会長

　　阿部　千晶　さん
あ　べ ちあき

準
備
に
あ
た
っ
て

蔵の会　代表　阿部　一代　さん
あ　べ かずよ

　
わ
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史
や
想
い
に
感
謝
し
、
１
０
０
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１
．
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健
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豊
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追
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２
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住
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デ
ジ
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統
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融
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し
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活
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あ
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た
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山
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日
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進
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き
ま
す
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５
．
豊
か
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◀金山産の酒米を使用した「つや姫焼酎」
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　10月12日、金山町立金山中学校のグ ラウンドで第14回めごたま大運動会が開催され

ました。秋晴れのもと開催された運動会 は綱引きや徒競走、障害物競争、リレーなどが行

われたほか、今年度から祖父母と園児 が一緒に走る新競技が加わり、会場は熱く盛り上

がりました。閉会式では金山音頭 が元気いっぱいに披露され、運動会の最後には

「未来に向かって飛んでいけ」のかけ声で、カラフルな

風船が空いっぱいに飛ば されました。

園児たちが制作した
風流「はなさかじいさん」



100年の道のりに
感謝を込めて開催！

　10月13日、秋晴れのグリーンバレー

神室を会場に「第45回金山町産業まつ

り」が開催されました。今年も恒例と

なった金山牛と米の娘ぶたの焼肉セッ

トの販売や町特産品などの販売が行わ

れ、特設の焼肉コーナーは多くの来場

者で賑わいました。また、ステージア

トラクションでは歌や踊りが20演目披

露されたほか、働く車展や乗馬体験、

遊びフェスタが開催され、町民はもち

ろんのこと県内外から訪れたキャンパ

ーや親子連れ、出店者などで賑わいま

した。

第45回

金山町
産業まつり

第45回

金山町
産業まつり
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年度の景観図画コンクール
は町制施行100周年記念と

して、小学生部門と一般部門を設
け、景観図画ポスターの募集を行い
ました。小学生部門27点、一般部
門３点の応募があり、金山町の景観・
風景・街並み等の特徴や魅力が上手
に表現されています。来年度以降も

今

M
a
ch
i 
n
o
 W
a
d
a
i

同コンクールを継続していくこと
で、町の景観等に対する愛着や意識
の高揚が図られることを期待してい
ます。なお、ご応募いただいたポス
ター作品については、11月上旬か
ら12月下旬までマルコの蔵西蔵に
展示していますので、ぜひご覧くだ
さい。

第２回金山町景観図画コンクールを開催
全30点の中から優秀作品が発表されました

年も金山小学校５年生と㈱でん六の共同開発によ
る町産落花生「ビーナッツ」を使用した新商品が

完成し、10月２日に金山小学校を会場に商品発表会が開催さ
れ、10月４日より販売が開始されました。商品の味付けにつ
いては、児童から出された数々の案の中から選ばれた「のり
塩ポテト味」に決定。また、「町制施行100周年」を盛り上げ

今

身近なわだい、お寄せください。
総務課 広報・DX推進係

☎29－5601

月18日、秋晴れのなか認定こども園めごたま
の年長児による山車パレードが町内で実施され

ました。園の読み聞かせで昔話に興味をもった、園児た
ちは中でもお気に入りの「はなさかじいさん」を山車の
テーマに決定。約１か月間かけて制作したそうです。金山
小学校をスタートし、役場前に到着すると園児たちは大
きな掛け声を披露しました。沿道には園児たちの勇姿を
一目見ようと、多くの保護者や地域住民が集まりました。

10

秋晴れのなか開催
めごたま山車パレード

ビーナッツの新商品 販売開始
金山ビーナッツ「のり塩ポテト味」

るため、パッケージを広げると児童のイラストと紹介文によ
る町の探索マップが出てくる仕様となっており、町民の方は
もちろんのこと、町外の方も金山町を訪れ楽しんでいただけ
るような商品となっております。町内ではシェーネスハイム
金山とマルコの蔵で販売しており、児童による販売会の開催
も今後予定されておりますので、ぜひお買い求めください。

小学生部門　最優秀賞　「金山の土産屋 小」
６年１組　小野　佑真さん（山崎）

○
お　の ゆうま

小学校部門　特別賞　「おおぜき」
１年１組　渡部　望愛さん（七日町）

わたなべ の　あ
一般部門　最優秀賞　「鯉」
地主　音南さん（七日町）

となみじぬし

小学生部門　優秀賞　「きごころ橋」
５年１組　阿部　晟奈さん（上台）

あ　べ せいな
小学生部門　優秀賞　「夏の大ぜき」
６年１組　笹原　愛さん（七日町）

ういささはら
小学生部門　優秀賞　「金山の憩いの場所」
６年１組　星川　愛理さん（十日町）

ほしかわ あいり
小学生部門　優秀賞　「わたしたちの大切な学校」

３年１組　柴田　楓歌さん（十日町）
ふうかしばた

一般部門　優秀賞　「金山町をつなぐ橋」
栗田　美逢さん（七日町）

み　あくりた
一般部門　優秀賞　「春の大堰」
長倉　ほなみさん（三枝）
ながくら
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一房に10個
内町で珍しいアケビが収穫されました

金山をみんなでPRしよう
100周年記念撮影スポットを設置

町制施行１００周年を記念
全世帯へミニバラを配布

フラワーコネクションプロジェクト事業
ボランティアと植栽地のメンテナンス作業を実施

　工芸品の制作・販売や木工体験講座を開催している
松坂幸夫さん（内町）のご自宅で珍しいアケビが収穫さ
れました。８月から10月にかけて収穫されるアケビは
通常一房に２、３個の実をつけますが、今回松坂さんの
自宅で収穫されたアケビには10個の実が実りました。
松坂さんは「子供の頃からアケビを食べているが、10
個実をつけたのは初めて。何十年も観たことがないので
しばらく自宅に飾りたいと思う」と話してくれました。

　10月７日から町制施行100周年記念事業として、マ
ルコの蔵、大堰公園休憩所、交流サロンポスト、蔵史館、
役場、カムロヒュッテに記念撮影スポットを設置してい
ます。スポットには美杉ちゃん顔はめパネルや100周年
ミニ旗、金山杉フォトフレームを設置しました。見つけ
た際は、金山の街並みと一緒に写真を撮ってみてくださ
い。また、金山町フォトコンテストも開催中です。撮影
スポットで撮影した写真もどしどしご応募ください。ご
応募お待ちしております。

まつざかゆきお

▲アケビを収穫した松坂幸夫さん▲美杉ちゃんのフォトフレームで撮影

　９月２６日から２９日にかけ、金山町町制施行１００周年
記念品のミニバラを各地区長の協力により全戸に配布さ
れました。配布されたミニバラはチュチュ・オプティマで、
育てやすく、四季を通じて咲くことが可能な品種となっ
ています。鑑賞を長く楽しむためのポイントとして、鉢
植えの場合は根詰まりしやすいため、冬の休眠期は鉢か
ら木を取り出し、古い土を落とし、根をほぐすと良いそ
うです。また、新しい土に植え替えることによってより
長くチュチュ・オプティマを楽しめるそうです。

　９月２４日、２５日に大堰公園休憩所前の花壇と中央公
民館前の緑地、金山亭脇県道沿い花壇、金山中学校敷地
内の花壇のメンテナンス作業が行われました。ガーデナ
ーの青木真理子氏やグリーンカームハウス（維持管理業
者）さんのご指導の下、集まったボランティアメンバー
の方々は多年草の特徴や日頃の管理方法の意見交換をし
ながらメンテナンス作業を行いました。植栽地は１１月
上旬まで楽しむことができます。ぜひご覧ください。

あおき ま　り　こ

▲９月27日、ミニバラを受け取った七日町地区▲９月24日、メンテナンス作業を行った皆さん

ラジオ体操20年以上継続
健康づくりと交流の場づくりのため

教育委員の栗田剛さんご退任
後任に栗田伸一さんを任命

一般県道稲沢下野明線の道路整備（２車線化）事業化に向け
山形県県土整備部長、最上総合支庁長への要望会を開催

　毎朝６時30分から新庄信用金庫金山支店前でラジオ
体操を実施している伊藤始明さん（七日町）。身体の不
調を感じたことをきっかけに約20年前にこの活動をは
じめました。伊藤さんは「体操のおかげで毎日体調がいい。
普段の生活の中で使わない筋肉を動かすことができるの
で健康に良く、これからも続けていきたい。参加は自由
なのでぜひ来てほしい」と語ります。活動を始めた当初
は３名でしたが、今では毎日６人程度の町民が集まり、
健康推進や交流を続けています。

　９月30日、12年間金山町教育委員会教育委員として
教育行政にご尽力いただきました栗田剛さん(小蝉)が退
任されました。後任として栗田伸一さん(上中田)の教育
委員任命について、９月金山町議会定例会で上程し、全
員賛成で同意が得られましたので、10月１日に金山町
教育委員会教育委員として佐藤町長から辞令が交付され
ました。任期は令和10年９月３０日までです。４年間よ
ろしくお願いいたします。

いとうともあきくりたつよし

くりたしんいち

　８月２７日、東郷地域の基幹路線であります一般県道
稲沢下野明線の整備事業採択に向け、山形県県土整備部
長、最上総合支庁長に対する要望会を開催しました。本
路線の整備につきましては、東郷・有屋地域の沿道地区
の皆さんが、平成２５年度に同盟会を結成し、伊藤重成
県議会議員、小松伸也県議会議員のお力添えもいただき
ながら、今日まで安沢から稲沢間約５.４㎞の事業化に向
け要望活動を続けてきました。その成果として、令和５
年度末において、「山形県道路中期計画２０２８」の中で、
計画期間後半の事業着手予定路線としての位置づけがな
されたところです。

　今回の要望会では、今年の７月下旬に発生した豪雨災
害なども踏まえて、「県道整備の重要性を再認識した」、
「田茂沢地区の圃場整備事業と足並みを揃えて事業進め
るべき」など、活発な意見交換がなされ、事業化に向け
てまた一歩前進した手ごたえを感じました。本路線は、
東郷地域・有屋地域の防災や地域振興には欠かせない道
路ですので、早期の事業化を目指して今後とも継続した
要望活動を続けてまいります。

いとうしげなり

こまつ しんや

▲９月27日、ラジオ体操に参加されたみなさん▲辞令を受けた栗田伸一さん

▼フォトコンテストのQRはこちら
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敬老の日に合わせて実施
十日町手作り弁当ボランティア

金山町町制施行100周年を記念
ふれあいAutumn concertを開催

支えあえる地域防災を目指して
防災運動会を実施

100周年を記念し町政策講演会を開催
金山町の未来について語られました

　９月16日、十日町公民館で十日町ボランティアグル
ープ１０名による、手作り弁当の配布が行われました。
十日町地区の高齢者と一人暮らしの世帯の見守りを目的
にはじまったこの活動は、今年で13年目になり、十日
町地区の一人暮らし世帯や、八幡会の会員に赤飯や半熟
卵、肉炒め、山菜炒め、漬物などが入った弁当と里芋汁
が８５セット配布されました。活動に参加した柴田純一
さん（十日町）は「町内の方々に喜んでいただけてとて
も嬉しい。今後も声掛け見守り活動を続けて行きたい」
と語りました。

　９月27日、みすぎ荘で金山町町制施行100周年を記
念し「ふれあいAutumn concert」が開催され、120名
が参加しました。イベントでは羽場地区出身の多田有希
さんや渡辺久美子さん、多田聡さんによるコンサートが
開催され「ふるさと」や「東京ブギウギみすぎ荘バージ
ョン」、「上を向いて歩こう」のほか、季節の歌が披露さ
れました。また、コンサートではみすぎ荘音頭の体操や
リズム遊びが行われ、参加者は歌や運動を楽しみました。

やはたかい

しばた じゅんいち

た　だ ゆ　き

わたなべ く　み　こ た  だあきら

　９月８日、グリーンバレー神室を会場に、神室自主防
災連絡協議会主催による「防災運動会」が開催されました。
有屋地域の防災意識を高めることを目的とし、今年度か
ら新たに始まったこの活動は、防災ウルトラクイズや水
風船を活用した消化活動アトラクション、土嚢積み競争
などが実施され、防災運動会に参加した約30名は防災
意識を高めるとともに災害時の対応について理解を深め
ました。

　１０月４日、役場町民ホールで、町政策講演会が開催
されました。講師は金山町政策顧問の皆川芳嗣氏。「こ
の１００年を振り返り金山町の未来を考える」をテーマに、
ご講演していただきました。皆川氏は、「人口減少は止
められなくても、町の活力を維持する手立てはある。関
係人口を増やし、経済循環してもらう関係を築くべき。
町を維持するには変化を恐れてはならない」と語り、イ
タリアの空き家活用事例や農福連携の重要性を挙げるな
ど、貴重なアドバイスをいただきました。

みながわよしつぐ ▲防災運動会の参加者

▲講演会には約70名が出席しました

▲配布された手作り弁当
▲12曲が披露されたコンサート

令和７・８年度入札参加資格審査申請の受付について

令和６年度里親説明会の開催について

　里親とは、様々な事情により家庭で暮らすことのできない子どもを、県からの委託で家庭に迎え、一定
期間養育する方のことをいいます。説明会では里親制度に関する説明や、先輩里親の体験談を聞くことが
できます。里親について興味がある方や希望される方はぜひご参加ください。

【日にち】　令和６年１１月３０日（土）
【時　間】　１０時～12時まで
【場　所】　鶴岡市勤労者会館　大会議室
【申　込】　令和６年１１月２２日（金）まで　※要予約
【問合せ】　子ども家庭支援センター「チェリー」
　　　　　☎0237－84－7111

お電話もしくは右のQRコードから
お申し込みください。▶

里親の種類
【養育里親】　事情により親もとで生活する事が出
来ない子どもを家庭に帰れるようになるまで養育
します。
【専門里親】　専門的な援助を必要とする子どもを
養育します。
【養子縁組里親】　養子縁組が望まれる子どもを、
自分の養子とすることを前提に養育します。
【親族里親】　両親の病気等でやむを得ない場合
に、子どもの扶養義務者とその配偶者が里親とし
て養育します。

　令和７年２月に、令和７・８年度に町が発注する「建設工事」、「測量・建設コンサルタント等」、「物品
購入・特定役務提供等」の入札等に参加を希望する事業者の入札参加資格審査申請の受け付けを予定して
います。

重　　要
変更点１　インターネットを利用した電子申請となります。申請書や必要書類は、

専用申請サイトにアップロードして提出いただきます。
変更点２　町外の事業者からは、申請手数料（システム利用料）をいただきます。

【申 請 時 期】　令和７年２月１日～２月２８日（予定）
【受 付 方 法】　インターネットを利用した電子申請となります。紙での提出は不要です。
　　　　　　　募集要項等を含めて詳細が決まり次第、町ホームページに掲載します。
【申請手数料】　※システム利用料
　　　　　　　 ▼町内事業者　無料（本社または委任先が金山町内である事業者）
　　　　　　　 ▼町外事業者　１申請あたり1,540円（税込）

システム内に支払画面が表示され、クレジットカード等での支払いとなります。システム
運用会社への支払いとなり、町への支払いは受け付けておりません。なお、変更申請には
システム利用料が発生しません。

【問　合　せ】　役場総合政策課　財政係　☎29－5604
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秋季火災予防運動を実施します

11月からフリースを販売します！

　寒い時期もあったかポカポカ！町オリジナルフリースを販売します。ウォームビズや団体用として多く
の方に着用いただいております。これから寒い時期が続きますので、ぜひお買い求めください。

【価　格】　１着2,500円

【カラー】　ブラック・グレー

【サイズ】　S・M・L・XL

【販　売】　役場総務課

【問合せ】　役場総務課　広報・DX推進係
　　　　　☎29－5601

令和７年度

認定こども園等への
入園案内について

分からないことはお問合せください

　国の「子ども子育て支援新制度」では、就学前におけるお子さんの教育・保育を保障するため「支給認定
制度」を導入しています。このため、認定こども園等の保育施設利用にあたっては、住所地の市町村より
教育・保育の必要性の確認のための認定を受けたお子さんについて入園の申し込みができます。
　認定こども園めごたまでは、令和７年４月から入園を希望されるお子さんを募集します！

【問合せ・申込】役場健康福祉課 子育て支援室　☎29－5622

　“おひさま”では子育て中の家族とそのお
子さんが集える交流の場を提供していま
す。リフレッシュ体操やものづくりなども
行っています。ほっと一息つきたい時や、
パパ・ママ・おじいちゃん・おばあちゃん
の情報交換の場としてお気軽にご利用くだ
さい。お待ちしております♪

【場　所】　金山町大字金山571（町体育センター前)

【時　間】　平日（９時～11時45分・午後１時30分～３時45分）

【利用料】　無料（一時預かりについては別途お問合せください）

【問合せ】　地域子育て支援センターおひさま
　　　　　☎52－2272

金山町地域子育て支援センターおひさま

新規入園児について

【入所要件】　※令和７年４月１日現在の年齢
①満３歳以上のお子さん
　保育の要、不要に関わらず入園する事ができます。
②満８ヶ月以上３歳未満のお子さん
保護者が、仕事や病気などで家庭での保育ができ
ない状況と認められた場合（保育を必要とする場
合）に入園する事ができます。

【申込方法及び提出先】
　所定の申込書に必要事項を記入し、就労証明書な
ど保育の必要性を証明する書類を添えて、健康福祉
課に提出してください。

【認定結果及び入園決定通知】
　家庭状況（保護者に加え６５歳未満の同居祖父母の
就労状況等含）や保護者の希望等を踏まえ、内容を
審査し、必要に応じて利用調整（選考）を行います。
認定結果及び入園の決定については、１月下旬～２
月初旬頃に保護者にお知らせいたします。

継続して入園する園児について

　町から支給認定を受け、すでに入園しているお子
さんについては、新たに入園の申込みを行う必要は
ありません（ただし、満３歳未満のお子さんについ
ては、保護者の就労状況等により家庭で保育ができ
ない状況の場合のみ、継続入園が可能となります）。
※園を通して別途「入園継続確認書」を配付いたし
ますので、提出をお願いします。

【申込書配布場所】
役場健康福祉課 子育て支援室窓口
※11月５日（火）から配布開始。

【受付期間】
11月11日（月）～11月29日（金）
※必ず期間内に提出してください。

オンライン申請は
こちら▼

11月９日（土）～15日（金）の運動期間中は朝夕７時にサイレンを鳴らします。

住宅防火  いのちを守る  １０のポイント
【４つの習慣】
① 寝たばこは絶対にしない、させない。
② ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③ こんろを使うときは火のそばを離れない。
④ コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

【６つの対策】
① 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
② 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
③ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使用する。
④ 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
⑤ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

金山町・金山町消防団・消防署金山支署

◀町オリジナルフリースのイメージ

あたたかくて着やすく、
シンプルなデザインに
なっています！！
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11
月
に
入
り
、
そ
ろ
そ
ろ
雪
の
心
配
を
す
る

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
か
ら
6

年
は
暖
冬
で
、
ほ
と
ん
ど
雪
は
降
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
の
積
雪
量
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
過
去
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
今
年
の
冬

を
予
測
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

気
象
庁
が
今
冬
の
予
想
を
発
表

　
気
象
庁
は
９
月
２４
日
に
、
令
和
6
年
12
月
か

ら
令
和
7
年
2
月
ま
で
の
気
温
や
降
雪
量
な
ど

の
予
想
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

北
日
本
の
日
本
海
側
の
平
均
気
温
は
「
平
年
並

み
」、
降
雪
量
は
「
平
年
並
み
ま
た
は
多
い
」

と
い
う
予
想
で
し
た
。

積
雪
深
は
令
和
２
年
並
み
？

　
金
山
町
の
過
去
の
積
雪
深
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
令
和
５
年
度
と
同
じ
く
少
雪
だ
っ
た
令
和

元
年
度
の
翌
年
、
令
和
2
年
度
は
、
金
山
町
の

平
均
積
雪
深
で
あ
る
1
3
7
㎝
に
近
い
積
雪
深

（
1
3
1
㎝
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
象
庁
の

予
想
通
り
の
降
雪
量
で
あ
れ
ば
、
今
年
は
お
お

よ
そ
令
和
2
年
度
の
よ
う
な
雪
の
降
り
方
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

除
雪
の
際
の
注
意
点

　　
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
予
想
で
す
の
で
、
気
象

条
件
に
よ
っ
て
は
大
雪
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
雪
へ
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
除
雪
や
雪

下
ろ
し
の
際
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
除
雪
時
は
流
雪
溝
に
少
し
ず
つ
雪
を
投
入

し
、
水
上
が
り
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
除
雪
機
に
異
常
が
生
じ
た
ら
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
切
っ
て
か
ら
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
屋
根
な
ど
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
複
数
人
で

行
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
命
綱
を
必
ず
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

今
年
の
冬
は
大
雪
？
少
雪
？

過
去
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら

今
年
の
冬
を
予
測
し
て
み
よ
う
！

　
金
山
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

山
形
県
立
中
央
病
院
消
化
器
内
科
の
佐
藤
裕

人
と
申
し
ま
す
。
月
に
1
度
、
診
療
所
で
胃

カ
メ
ラ
の
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本
日

は
「
食
道
癌
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
食
道
癌
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
胃
癌
に
比
べ
る

と
、
食
道
癌
は
耳
に
す
る
機
会
が
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
胃
癌
と
聞
け
ば
、
多
く
の

方
が
「
ピ
ロ
リ
菌
」
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し

ょ
う
し
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
を
受
け
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
食
道
癌
は
ピ
ロ
リ
菌
と
は
関
係
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
食
道
癌
の
リ
ス
ク

因
子
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
ど
う
す
れ
ば
予

防
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
食
道
癌
は
年
間
2
〜
3
万
人
が
か
か
り
、

男
性
は
女
性
よ
り
も
5
倍
か
か
り
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
の
癌
に
よ
る
死
亡

原
因
の
第
7
位
に
あ
た
り
、
食
道
は
細
い
臓

器
の
た
め
、
癌
が
で
き
る
と
食
事
が
通
り
づ

ら
く
な
り
、
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

ま
す
。

　
食
道
癌
の
2
大
危
険
因
子
は
「
飲
酒
」
と

「
喫
煙
」
で
す
。
特
に
、
お
酒
を
飲
む
と
顔

が
赤
く
な
る
「
フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
」
の
方
は
、

食
道
癌
の
リ
ス
ク
が
5
〜
10
倍
高
ま
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
飲
酒
を

控
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
喫
煙
は

肺
癌
や
喉
頭
癌
な
ど
、
多
く
の
癌
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
の
で
、
禁
煙
も
強
く
お
勧
め
し

ま
す
。

　
食
道
癌
は
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
あ

り
、
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。Ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ
Ⅰ
の
早
期
で
あ
れ
ば
、
内
視
鏡
治
療

が
可
能
で
、
治
療
成
績
も
良
好
で
す
。
し
か

し
、Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
Ⅳ
で
は
抗
が
ん
剤
や
放
射

線
治
療
が
中
心
と
な
り
、
完
治
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
最
近
で
は
抗
が
ん
剤
治

療
の
進
歩
に
よ
り
、
生
存
期
間
が
延
び
、
生

活
の
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も

早
期
発
見
が
鍵
で
す
。
飲
み
込
み
に
く
さ
や

胸
の
違
和
感
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
は
食
道
癌

の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
危
険
因
子
に

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
こ
の
コ
ラ
ム
が
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。
質
問
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

町立金山診療所だより　vol.189

っとクリニックほ
早期発見が大事！

食道癌のリスクと予防法

山形県立中央病院
消化器内科　佐藤　裕人

防災
コラム

R6.12月～R7.２月の平均気温

30％ 30％40％

例年より低い 例年並み 例年より高い

R6.12月～R7.２月の降雪量

30％ 40％40％

例年より少ない 例年並み 例年より多い

【気象庁 寒候期予報（北日本/日本海側）】

【金山町の最大積雪深（月・年度ごと）】 単位：㎝

11月
12月
１月
２月
３月
４月

H26
0
143
171
197
140
43

H27
2
56
114
115
111
0

H28
0
33
106
123
103
36

H29
23
93
154
191
162
35

H30
2
50
128
127
79
17

R1
4
40
27
61
10
0

R2
1
57
114
131
101
0

R3
0
48
145
170
145
53

R4
0
104
120
124
96
0

R5
13
32
62
31
44
0

はじめての Birthday

晴れて１歳の誕生日を
迎える金山の可愛い

子どもたちを紹介します♪

沼澤　英ちゃん
はなぬまざわ

【地　区】漆野
【誕生日】11月15日

我が家に生まれてきて
くれてありがとう！
2人仲良く、のびのび
と元気に育ってね！

舟生　大雅ちゃん（左）

舟生　裕翔ちゃん（右）

たいがふにゅう

ゆうとふにゅう

【地　区】七日町
【誕生日】11月４日

いつもにこにこ笑顔を
ありがとう。
これからも元気いっぱ
いに大きくなってね。

佐藤　琴ちゃん
ことさとう

【地　区】入有屋
【誕生日】10月10日

生まれてきてくれてあ
りがとう。これからも
たくさんの可愛い笑顔
をみせてね。



　９月23日、山形県人東京連合会総会「やまがた県人まつり」が、
都内のホテルニューオータニで開催されました。今年度より東京
金山会は、山形県人東京連合会の直接加盟団体となり、本総会に
は高橋会長の他、10名が出席しました。
　第１部の総会では、山形県人東京連合会 石澤会長のあいさつ
に続き、山形県平山副知事から今年７月25日からの豪雨災害と
復旧活動についての報告と、県人会をはじめ様々な復旧支援への
お礼の言葉がありました。また、「東北農林専門職大学」が43名
の新入生を迎え開学したことや、さくらんぼの栽培開始から来年
で150周年を迎える事にちなんだ県産フルーツの積極的な魅力発
信の取組、ラーメン・そば王国としての魅力発信と観光誘客の推
進、デビュー15周年を迎えたブランド米「つや姫」のさらなる
PRについて紹介がありました。
　第２部の「県人まつり」では「花笠パレード」による盛大なオ
ープニングセレモニーや歌謡ショー、舞踊のプログラムが展開さ
れ、ふるさとの空気が包む会場では、活発なコミュニケーション
が行われ、年１回の貴重な情報交流の場となりました。
　東京金山会でも、在京の各ふるさと会などと協力しながら「ふ
るさと山形」の魅力発信の取組をしっかりと応援していきたいと
思います。
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金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
九
二
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
九
二
回

ぶ
ん
げ
い

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

怖い間取り（松原タニシ）／わたしの知る花（町田そのこ）／ツミデミック（一穂ミチ）
戦国人物伝 最上義光（加来耕三）／消費される階級（酒井順子）／糖質疲労（山田悟）
0～6歳まで一緒に作れる！もっと楽しく学べる手作りおもちゃ（あん）※（　　）内作者名

11
月

新
刊
本

図　書　室　だ　よ　り

ク
ル
に
入
っ
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

移
住
し
た
身
と
し
て
は
繋
が
り
が
薄

か
っ
た
マ
マ
た
ち
と
繋
が
っ
て
仲
良

く
な
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
9
月
の
第
一
回
マ
マ
カ
フ
ェ

で
は
、
マ
マ
12
人
、
子
ど
も
10
人
の

計
22
人
で
わ
い
わ
い
と
お
菓
子
と
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

し
た
。
育
児
の
悩
み
相
談
や
、
話
し

相
手
が
ほ
し
か
っ
た
マ
マ
さ
ん
の
気

持
ち
も
あ
り
、
当
日
は
し
ゃ
べ
り
尽

き
な
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
笑
顔
で
し

た
！
こ
れ
か
ら
も
マ
マ
カ
フ
ェ
、
そ

し
て
11
月
16
日
に
は
お
さ
が
り
交
換

を
す
る
予
定
で
す
。
ご
興
味
あ
れ
ば

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
観
光
の
事
業
と
子
育
て
の

こ
と
も
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
協
力
隊
の
任
期
が
残
り
約

5
ヶ
月
。
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
他
に
も
子
育
て
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
「
や
ん
ば
い
」
で
発
信

予
定
で
す
！

　
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
育
休
を
あ
け

て
8
月
23
日
か
ら
仕
事
復
帰
し
た
、

協
力
隊
の
本
間
で
す
。
結
婚
・
出
産

を
経
て
現
在
は
家
族
３
人
で
金
山
町

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
金
山
で
1
年

間
子
育
て
を
し
て
み
て
大
変
な
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
行
っ
た
り
、
森
の
子
ど
も
図

書
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
お
茶
飲
み

し
に
行
っ
た
り
、
も
の
づ
く
り
を
し

た
り
、
遊
び
に
行
け
る
場
所
、
お
し

ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
が
何
個
も
あ
り
、

子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
楽
し
み
な

が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
子
育
て
し

や
す
い
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
わ
ら
べ
歌
、
お

母
さ
ん
体
操
な
ど
定
期
的
に
集
ま
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
イ

ハ
イ
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

毎
日
の
よ
う
に
通
い
ま
し
た
。
他
の

自
治
体
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
遊
ば
せ

る
だ
け
で
終
わ
る
の
で
す
が
、
金
山

町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ

ッ
フ
の
方
が
必
ず
声
か
け
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
く
れ
、
マ
マ

に
も
「
最
近
ど
げ
や
」
と
話
を
聞
い

て
く
れ
る
こ
と
が
、
1
人
で
子
育
て

し
て
い
る
感
じ
で
は
な
く
、
見
守
っ

て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、m

am
a’s

サ
ー
ク
ル

が
再
始
動
す
る
と
の
こ
と
で
、
サ
ー

▶
第
一
回
マ
マ
カ
フ
ェ
の
様
子

　
「
事
故
物
件
」。
そ
れ
は
、
土
地

や
建
物
、
ア
パ
ー
ト
等
で
、
何
ら

か
の
原
因
に
よ
り
前
居
住
者
が
死

亡
し
た
経
歴
の
も
の
を
指
す
。
事

故
物
件
住
み
ま
す
芸
人
が
生
活
し

て
き
た
事
故
物
件
で
の
体
験
談
、

実
際
に
事
故
物
件
に
住
ん
で
い
た

方
に
取
材
し
た
話
、
怪
奇
現
象
が

起
こ
る
出
来
事
な
ど
を
、間
取
り・

写
真
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

映
画
化
し
大
ヒ
ッ
ト
！

　
「
差
別
な
ど
を
無
く
し
て
、様
々

な
違
い
を
持
つ
人
々
が
全
て
横
並

び
で
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

な
っ
た
昨
今
。
表
面
上
で
は
消
え

た
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
姿
を

変
え
た
凸
凹
は
未
だ
世
の
中
の

あ
ち
こ
ち
に
。
貧
困
差
別
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
別
な
ど
、
ま
だ
問
題
が

山
積
み
。
タ
イ
ト
ル
は
固
く
見
え

る
が
、
内
容
は
皆
さ
ん
が
知
っ
て

い
る
こ
と
を
酒
井
順
子
さ
ん
流
に

分
析
。

消
費
さ
れ
る
階
級

酒
井
順
子
／
集
英
社

恐
い
間
取
り

松
原
タ
ニ
シ
／
二
見
書
房

　「お父さん、冬ってどんなところ？」「冬はとっても
お腹が減るところ。春がくるまで、おやすみ。」暖か
くして眠った子ぐま３姉弟。ところが、冬を見たくて
たまらなかったせいか、冬眠の途中で目が覚めてしま
った。窓から見る初めての冬は、とっても美味しそう
で・・・？？夢いっぱいの冬景色が楽しい絵本。おや
すみ前にぴったり。

ふゆってどんな
ところなの？
作：工藤ノリコ

森の子ども図書
№226

＼今月は７冊！／

交流サロンぽすと
月～金　１２時３０分～１７時３０分まで
※１２・１・２月は１７時閉館
※祝・盆・正月は休み

【問合せ】　東京金山会 広報担当　藤山善夫　☎080－5525－0435　mail：fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

東京金山会通信 №67

◀mama'sサークルの
　Instagram

秋
澄
む
や
若
き
風
呼
ぶ
杉
の
町

老
杉
の
懐
深
き
蔓
龍
胆

阿
部
　
一
代

町
制
の
百
年
寿
ぐ
豊
の
秋

星
数
多
花
火
の
欠
片
そ
の
ひ
と
つ

星
川
　
キ
エ
子

碧
天
に
百
年
祝
ふ
秋
清
か

金
山
路
神
室
の
山
並
赤
く
映
え

岸
　
　
昭
子

百
年
の
時
空
を
寿
ぐ
杉
の
町

月
白
の
朝
明
涼
し
や
虫
の
声高

橋
　
洋
子

子
蟷
螂
猫
に
鎌
振
る
し
ぐ
さ
か
な

常
緑
四
季
の
移
ろ
ひ
秋
の
声

鵜
沼
　
よ
し
子

館
山
に
頭
を
垂
る
る
稲
を
刈
る

子
守
柿
旅
路
へ
よ
ぎ
る
山
頭
火

栗
田
　
弥
超

ひ
た
ひ
た
と
八
十
の
坂
越
す
秋
の
風

病
い
知
る
元
気
何
よ
り
先
ず
一
歩

強
風
を
受
け
て
も
耐
へ
る
稲
姿

荒
屋
　
阿
部
　
勝
子

寂
し
さ
や
雨
の
音
き
く
秋
の
夜

人
知
れ
ず
快
気
を
願
ふ
月
明
か
り

秋
月
の
黄
泉
に
旅
立
つ
兄
の
影

荒
屋
　
関
　
喜
美
子

敬
老
の
亡
母
偲
ぶ
秋
彼
岸

枝
豆
や
は
じ
い
て
噛
ん
で
ほ
の
香
り

秋
深
む
湯
舟
に
浸
る
安
堵
か
な

菅
越
　
庄
司
　
け
み
子

両
袖
に
萩
の
群
れ
咲
く
仁
王
門

群
れ
て
咲
く
葉
見
ず
花
見
ず
曼
殊
沙
華

錦
秋
を
待
た
ず
に
姉
の
黄
泉
路
か
な

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

秋
天
の
出
羽
富
士
仰
ぐ
三
坂
山

北
進
へ
伸
び
る
高
速
里
の
秋

豊
穣
を
祝
ふ
米
寿
の
感
謝
状

上
台
　
阿
部
　
一
歩

ふ
と
こ
ろ

つ
る
り
ん
ど
う

ろ
う
き
ん す

あ
き

あ
ま
た

か
け
ら

こ
と
ほ

へ
き
て
ん

さ
や

つ
き
し
ろ

あ
さ
げ

も
も
と
せ

と　

き

こ
と
ほ

と
こ
み
ど
り

こ
か
ま
き
り

た
て
や
ま

こ
う
べ

や　

そ

よ　

み

ゆ
ぶ
ね

ひ
た

あ
ん
ど

し
の

よ　

み　

じ

き
ん
し
ゅ
う

は
ぎ

に
お
う
も
ん

ほ
く
し
ん

べ
い
じ
ゅ

集落支援員　本間　真生

協力隊復帰しました！

【図書コーナー】　金山町中央公民館内　９時～１７時

山形県人東京連合会総会が開催されました

◀こちらから東京金山会の
　ページにアクセスできます

◀在京加盟団体
から昨年以上
の多数の参加
がありました。

盛大に行われた
「県人まつり」
花笠パレード▶



祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 4,723人 （９月末現在）
男　性　2,334 人（－８）
女　性　2,389 人（－５）
世帯数　1,690 世帯

▼９月の異動
　出生 0　人
　死亡 8　人
　転入 4　人
　転出 9　人
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誌
面
に
収
ま
り
き

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
０
０
周
年
記
念
式

典
の
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
た

1
0
0
周
年
記
念
ロ
ゴ
を
か
た
ど
っ

た
「
ち
ぎ
り
絵
」
は
森
の
子
ど
も
図

書
教
室
と
め
ご
た
ま
学
童
ク
ラ
ブ
が

合
同
で
制
作
し
た
作
品
で
す
。
約

1
0
0
名
が
協
力
し
、
何
時
間
も
か

け
て
制
作
さ
れ
た
「
ち
ぎ
り
絵
」
は

現
在
、
金
山
町
中
央
公
民
館
の
多
目

的
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集

 

後
記

　｢人権｣とは自分の命と自由が守られ、それぞれの幸せを追求していく権利、
人が人らしく生きる権利なのですが、現実の社会ではいじめや虐待によって子
どもの命が奪われたり、インターネット上で名誉やプライバシーが侵害された
り、障害や病気、外国人に対する偏見や差別、ＤＶ、ハラスメント等人権を無
視した問題が後を絶ちません。「人権問題」と考えるととても大きなもののよ
うに感じてしまいますが、実は自分の命、周りの命（人、動物等）を大切にし、
そして仲良くしていくことが大事だとわかります。人権擁護の活動に小・中学
校の子ども達と行う「人権の花運動」があり、友達と協力して花を植え、水を
かけ世話をしながら花を育てていきます。小さな命を大切にし、豊かで思いや
りの心を育むことを目的にしています。生き生きと活動する子ども達を含める
家庭や地域、学校、職場でお互いを思い合って認め、笑顔の多い町になってい
けたら良いですね。笑顔の輪が大きくなりますように。

相手を思い合って暮らしていく町に
金山町人権擁護委員　小野　テル子さん

こお　の

　私は金山町青年団体WAGＥ★スターズというボランティア団体で代表を務
めております。WAGＥ★スターズでは町内のイベントや企画などに参加して
おり、その中で世代が違う方々とのふれあいや、様々な学びがあり、ボランテ
ィア活動に参加することは自身にとっても貴重な体験になっていると実感して
います。これからも町内のイベントや企画などに積極的に参加し、わげすたず
（若い人達）に少しでも私たちの活動や、金山町の取り組みについて興味を持
っていただけたら嬉しいと思っています。近年はメンバー不足により、活動が
思うように出来ない現状ですが、次世代の方々と力を合わせて、金山町をさら
に盛り上げていけるよう頑張りたいと考えています。地域の活性化に向けたア
イディアを出し合い、皆で協力することが何より大切です。私たちの活動を通
じて、互いに支え合い活気あふれる町づくりを実現していきたいと心から願っ
ています。

次世代への繋がる街づくりを
金山町青年団体　WAGＥ★スターズ　代表　栗田　真吾さん

くりた しんご

金山町町制施行100周年記念企画

わ た し の 願 い
　金山町町制施行100周年を迎えるにあたり、「わたしの願い」をテーマに町民の方々からご寄稿いただき
ました。これをきっかけに皆さんも今の自分をみつめ、金山町の未来について考えてみませんか？
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